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用 語 の 定 義 

 
（１）過体重・肥満率 
 21 世紀出生児縦断調査（平成 13 年出生児）では、調査回ごとに対象児の身長、体重、身長と

体重の測定日を調査している。この身長と体重、測定日をもとに、月齢別の体格指数(body mass 
index; BMI)を求めた。そして、国際肥満タスクフォース(International Obesity Task Force)が
生後 24 か月以上について作成した 18 歳時 BMI=25.0kg/㎡に相当する性別・月齢別カットオフ

値（Cole et al. 2000）を用いて過体重・肥満を定義した。 
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（２）保護者の「子どもがいてよかったと思うこと」の得点 

 第７回調査（７歳）から第 12 回調査（12 歳）では、対象児の保護者に対して子どもがいてよ

かったと思うことについて調査している。調査票では「平成 13 年生まれのお子さんがいてよか

ったと思うことについておたずねします。あてはまる番号すべてに○をつけてください」という

質問文とともに、15の選択肢を提示している。第７回調査（７歳）と第 12 回調査（12 歳）時点

において、保護者が子どもがいてよかったと思うこととして選択した選択肢の数を合計して得点

化した。 

 


